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総合学習の参加過程に包摂される「音楽づくり」の意義 

－ うたの創作活動を中心として － 
 

小野沢美明子 
開智国際大学 

 
1 はじめに 

本稿では、総合学習に参加するプロセスに

焦点を当てることにより、社会的実践の一つの

側面としての「音楽づくり」は、学習者自身の

参加の仕方の解釈、再解釈であり、活動の更新

であることを明らかにする。「音楽づくり」そ

のものが、子どもたちの総合学習における活動

への多様な関わり方を表すものであり、成員相

互の担う責任を確認する場でもあり、未来に向

けた活動への見通しを持つ機会にもなると考え

られる。それはまさしく「実践の文化」を学ぶ

ことに他ならない。更に、「音楽づくり」の活

動に参加する社会的プロセスには、音楽の形式

や様式、構造といった知識や技能の修得が包摂

されているのである。そして、社会的実践の変

化と共に創られ続ける「音楽づくり」の作品

は、歴史的発展過程において、子どもたちに共

有される財産として、常にその意味を交渉しな

がら更新していく「文化遺産」になると考えら

れる。 

本稿では、J. レイヴと E. ウェンガー(Jean 

Lave＆Etienne Wenger)の「正統的周辺参加」

（Legitimate Peripheral Participation）論

に依拠し、動物と暮らす総合学習への参加過程

で生成された、うたの創作活動の実践事例を通

して、「音楽づくり」が子どもたちの活動への

多様な参加の仕方を解釈すること－すなわち

「実践の文化」を学ぶこと－であり、そこには

音楽の知識や技能の修得が含まれていることを

検証する。 

「音楽づくり」は、坪能、及び味府・駒に

よると、以下の５つのカテゴリーに分類される

（坪能，2004，p.53）（味府・駒，2011，

p.99）1。 

① 音楽以外の事物や物語を出発点にして音楽

をつくる活動。 

② 旋律創作やそこに和音などの音の重なりを

付加する活動。 

③ 基本的な音楽構造に着目し、それを基に自

分たちで音楽をつくる活動。 

④ 民族音楽を基に、その音楽構造を基にして

音楽をつくる活動。 

⑤ サウンドスケープ 

 これらの類型化に拠る事例としては、例えば

三村（2015）は、達成感を味わわせることが

できる「音楽づくり」の教材開発として、「問

いと答え」や「続く感じ・終わる感じ」といっ

た基本的な音楽構造に着目しながら、旋律の創

作を実践している（②③）。また室町（2016）

は、わらべうたのリズムと五音音階を用いた

「音楽づくり」を試みることにより、教材開発

を行っている（④）。齋藤（2011）は、和太鼓

を中心とする和楽器を用いて、まつりの音楽を

つくる活動を通して、子どもの表現意欲を高め

る「音楽づくり」を目指している（①）。 

このような「音楽づくり」では、教師が音

素材に含まれる学習の意味もしくは価値を認識

し、教材として適当であると判断した場合、題

材として子どもに提示されることになる。その

他の実践としては、「せんりつづくりにちょう

せん（三村，2015）」「まつりの音楽をつくろ

う（齋藤，2011）」「森の音楽をつくろう（上

http://bookweb.kinokuniya.co.jp/guest/cgi-bin/booksea.cgi?W-AUTHOR=%57%45%4E%47%45%52%2C+%45%54%49%45%4E%4E%45
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田，2003）」「ジャズの雰囲気を感じ取りなが

ら、ドリア旋法でアドリブを楽しもう（和智，

2015）」「木片で学校生活の場面にあった音楽を

つくろう！（田室・河添，2014）」「音になろ

う 音であそぼう（安中，2009）」「自分たち

の『言葉のリズム』をつくり楽しもう（安中，

2011）」「リズムを感じ取って旋律をつくろう

（竹内・森下，2010）「オノマトペから音楽を

つくる（西脇，2012）」「こする音色を生かし

て音楽をつくろう（衛藤，2013）」「DSで音楽

をつくろう（眞壁，2015）」の他、多数挙げら

れる。 

これらの実践研究は、音素材や音組織の拡

大に資する一方、他方では単なる音のカオスと

ならないための「音楽づくり」の「枠組み」2

を提供し、偶然性や即興性による音楽的コミュ

ニケーションの世界を拡げるのに貢献している

と考えられる（坪能，2010）。坪能はこのよう

な「音楽づくり」の意義に関して「『“間違い”

というもののない音楽の世界を子どもと共有す

るため』の活動であるということが、音楽づく

りが音楽教育にもたらしたもっとも大きな意味

ではないか」（坪能，2010，p.32）と述べてい

る。 

しかしながら、上記に挙げられたような実

践は、「音楽づくり」自体が目標であり、総合

学習の実践の一部として生成されたものではな

い。例えば、今村は「フレーズを反復・変化さ

せて音楽をつくろう」の題材で、授業の冒頭に

「今日の学習のめあては『音楽をつくろう』で

す」と始めている（今村，2011，p.93）。 

一方総合学習では、子どもたちの目標は

「音楽づくり」にあるのではなく、別のある目

標に向かって実践に参加するプロセスの中で、

その一つの側面として「音楽づくり」が生成さ

れる。「音楽づくり」は総合学習の実践の一部

として包摂されているのである。このような、

総合学習のプロセスの中で生成された「音楽づ

くり」は、当初より目標として設定された「音

楽づくり」とは異なる、別の意義があるのでは

ないだろうか。そこで、総合学習が定着してい

る現在において、実践の一つの側面として包摂

される「音楽づくり」の活動はどのような意味

を持つのか、検討したいと考える。 

「『正統的周辺参加』論によれば、学習とは、あ

る目標に向かって共通理解のある社会的実践に、

個々が役割を認識し参加する行為であると捉え

られる」（小野沢，2016，p.49）。共有された目

標に向かって、何らかの役割を担い、活動に参

加すること自体が学習なのである。レイヴ等は

「学習を単なる一つの活動として物象化するよ

うな状況的活動論から、あらゆる活動の一側面

とみなす社会的実践論へと議論の焦点を移す」

3（Lave＆Wenger，1991，p.37-38）と述べてい

る。ある目標に向かって活動している総合学習

の中で生成された「音楽づくり」は、その活動

のみを取り出して、意義を論ずることはあまり

意味がないと思われる。なぜならば、「音楽づく

り」を単独で取り出して分析することは、学習

者が生きている社会的世界で生産され続けてい

る人や事物、事象全ての関係性を捨象すること

になるからである。それは反って、「音楽づくり」

の活動の意義を見えづらくすることになると思

われる。 

「正統的周辺参加」論の視点から「音楽づく

り」の意義を検討することは、参加のプロセス

に焦点を当て、社会的実践の総括的な視点から

歴史的、文化的な意味を導くことが可能になる

と思われる。それは「音楽づくり」の活動が、

実践への参加の仕方を学ぶことであり、絶えず

変化する参加の位置と見方を解釈し、再解釈し

つつ、「実践の文化」を学んでいることに他なら

ないと考えられる。そこには、「音楽づくり」に

関わる知性的技能が含まれているのである。 

 本稿では、以下の手続きに従い、総合学習の

参加過程に包摂される「音楽づくり」の意義を
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明らかにする。次節では、「正統的周辺参加」

論の基本的視座を述べる。3節では、「正統的

周辺参加」論を分析の視座とする有効性及び、

総合学習に包摂される「音楽づくり」の意義を

検討する。4節では、子どもたちが動物を元気

に育てたいという大きな目標に向かって、活動

に参加している総合学習の実践事例を通して、

その学習プロセスで生成された「音楽づくり」

の意義を検証する。5節では、本稿のまとめと

今後の課題を述べる。 

 

2 「正統的周辺参加」論の基本的視座 

本節では、「正統的周辺参加」論を分析の視

座とするにあたり、基本となる概念を論じる。 

 「正統的周辺参加」論は、学習を実践共同体

（community of practice）への参加の度合い

の増加として特徴付けている。実践共同体と

は、ある目標に向かって、関心や問題、熱意を

有し、共通理解のある活動システムに参加して

いる人々の集合体である。関心を抱き、活動に

参加すること自体が学習なのである。「正統的

周辺参加」論によれば、「〔前略〕知識及び学習

はそれぞれ関係的であり、意味は交渉でつくら

れること、学習活動は、そこに参加している

人々にとって関心のある（魅了されたり、ジレ

ンマに駆り立てられたりといった）ものである

ことが主張の基礎となる」（Lave＆Wenger，

1991，p.33）。この概念は、明確な目標を持

ち、共通理解のある社会的活動を営む全ての共

同体に当てはまるダイナミックな理論である。 

 「参加の『正統性（legitimacy）』とは、所

属の仕方の本質を定める形式である」（Lave＆

Wenger，1991，p.35）。すなわち、共同体に

おいて成員が何らかの役割を担い、活動に参加

することによって共同体の生産過程に寄与して

いる状態である。「周辺性（peripherality）」

は、共同体への参加の仕方やそれぞれの位置を

示している。参加の仕方は、のめり込むほど多

く関わったり、少しあるいは一部分だけ関与し

てみたり、距離を置いて静観してみたり、重な

り合ったり、包み込んだりと、実に多様な様相

を呈する。共同体の成員は、それぞれ異なった

参加の仕方をし、自らの役割を演ずる中で、衝

突したり、対立したり、あるいは意気投合して

結託したり、牽制したり、競合したり、お互い

の存在を認めあったりしながら、参加の位置と

見方を変えていくのである。それは、「実践の

文化」に対する自分の見方や考え方、関わり方

が変化していくということである。成員同士が

関わり合い、交渉することにより、あらゆる活

動、事物、事象は意味付けられ、社会的世界が

創られていく。そのような全ての相互結合関係

の変化に伴い社会的世界も変わっていくという

意味において、「周辺性」は動的概念である。 

 そして、「周辺的参加」が志向性を抱き向か

って行くところを「十全的参加（full 

participation）」と呼んでいる。これは「周辺

性」の概念の一側面であり、成員の参加の度合

いが増大し、没頭している状況を表している。

所属意識が深まると共に、成員の担う責任も重

くなり、実践共同体への貢献度が高い状態を示

している。 

 実践共同体の成員、活動、事物、及びそこで

発生する事柄は全てお互いに関連付けられ、絶

えず変化している。そのような動きのある、生

きた世界の構成要素全ては、どれ一つとして欠

くことのできない一部として、意味付けられて

存在しているのである。 

 

3 「正統的周辺参加」論を分析の視座とする

有効性と総合学習に包摂される「音楽づくり」

の意義 

 本節では、「正統的周辺参加」論を視座とす

る有効性及び、総合学習の実践への参加過程で

生成された「音楽づくり」の意義を検討する。 

 「正統的周辺参加」論は、「音楽づくり」
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を、総合学習の実践への参加過程の一部に位置

付けることにより、実践の総括的な側面から、

社会的、歴史的、文化的解釈を可能にすると考

えられる。 

総合学習の実践への参加過程で生成された

「音楽づくり」は、実践共同体の成員である子

どもたちが、目標に向かって多様な活動をして

いるその一部に包摂され、意味付けられてい

る。子ども、教師、そこに関わる人々、事物、

事象、活動、それら全ては相互構成的であり、

必要不可欠な存在として互いに他を規定し、世

界を創っているのである。その社会的世界の中

で、世界と共に「音楽づくり」も行われている

のであり、より広い諸関係の体系を通して、実

践全体という観点からの多角的解釈が可能にな

るものと思われる。従って、「音楽づくり」の

みを取り出してその意義について検討すること

は、子どもたちの社会的交渉により意味付けら

れ、創生された世界における全ての関係性を捨

象し、「音楽づくり」を局所的、閉鎖的な世界

へと先導することになりかねない。それは、

「音楽づくり」の活動及び意味を固定化し、矮

小化することになるのではないだろうか。常に

新たな関係性が創られ続けている社会的世界の

中で、「音楽づくり」の活動もまた、そこに関

わる子どもや教師によって、その意味が作られ

続けているのである。諸関係の体系の中で生成

された「音楽づくり」は、社会的に媒介され

て、とどまることなく開かれていると考えられ

る。 

更に、総合学習の実践は、新たな関係性が

作られ続けている社会的世界内で、生産され、

再生産され、そして変容していく変化の過程に

構成されている。「音楽づくり」もまた時間的

な流れの中で生産され、再生産され、更新して

いく参加の軌道の中にある。すべては社会的世

界において生起するのであり、歴史的な文脈に

依存し、子どもや教師が交渉を通じて「音楽づ

くり」を意味付けていくのである。こうした参

加の軌道の中で「音楽づくり」が意味付けら

れ、価値を帯びてくるのであり、それは「音楽

づくり」そのものが、参加の仕方を解釈し、再

解釈していることに他ならないと考えられる。

子どもや教師は、「音楽づくり」に関わる中

で、過去の参加の仕方を解釈し、未来への参加

の仕方を見通し、そして現在の参加の仕方を再

解釈するのである。 

このように「音楽づくり」が、常に自らの

参加の仕方を解釈し続けるということは、各々

が実践共同体における役割を再認識することで

あり、責任が果たされているかどうかを確認す

ることでもある。そして未来への参加の仕方を

見通すということは、総合学習の実践の発展を

も意味するものであり、それに付随して「音楽

づくり」も更新していくのである。「音楽づく

り」は、総合学習の実践の歴史的発展性のプロ

セスに意味付けられ、共働的に進化していくの

である。 

更に、「音楽づくり」の中で、総合学習の実

践への参加の仕方を解釈するということは、

「実践の文化」を学ぶことでもある。それは、

実践に参加するための行動様式や知覚様式であ

ったり、実践に含まれる知性的技能であった

り、目標に向かって行く姿勢や信念、価値観、

倫理観などを学ぶということである。「音楽づ

くり」において、そのような「実践の文化」を

解釈し、再解釈することは、音素材を拡大する

ことであり、音楽様式を理解し、音楽的コミュ

ニケーションの世界を広げることになると考え

られる。その「実践の文化」には、「音楽づく

り」に関わる知性的技能の修得も含まれている

のである。 

このように考えるならば、総合学習の実践

に包摂される「音楽づくり」の活動は、社会的

関係性の中で歴史的文脈に依存し、実践への参

加の仕方を解釈しながら進化、更新していくこ



 
 

43 

とを可能にする。「音楽づくり」を社会的、歴

史的、文化的に解釈することは、「音楽づく

り」の価値観や美意識、多様性を広げるもので

あり、常に更新し続ける可能性を示唆するもの

である。「音楽づくり」の活動の中に、音素材

や音楽様式の拡大、音楽的コミュニケーション

の拡がり、知性的技能の修得が含まれているの

である。そうして創られ続ける「音楽づくり」

の作品は、常に新たな意味を獲得しながら、子

どもや教師にとってのかけがいのない「文化遺

産」としてその形を変容、変化し続けると考え

られる。 

以上、本節では、「正統的周辺参加」論を視

座として分析する有効性及び、総合学習の実践

への参加過程で生成された「音楽づくり」の意

義を検討した。その結果、総合学習の実践の総

括的な側面から、社会的、歴史的、文化的解釈

を可能にすることで、「音楽づくり」の多様性

や可能性を拡げることが示唆された。そして、

創り出された作品は、子どもや教師にとって更

新し続ける「文化遺産」としての価値を帯びて

いることを論じた。 

 次節では、総合学習の実践への参加過程にお

いて生成された「音楽づくり」の事例を通し

て、本節で示唆された「音楽づくり」の意義を

分析する。 

 

4 総合学習に包摂される「音楽づくり」に関

する事例検討 

 本節では、総合学習の実践への参加過程で生

成された「音楽づくり」の事例を通し、子ども

や教師がどのように関わり、活動を拡げていっ

たか、「音楽づくり」の作品はどのように意味

付けられているのかを検討する。 

 総合学習に包摂される「音楽づくり」の事例

を検討するにあたり、有効な実践であると判断

する前提条件として、「正統的周辺参加」論の

分析の視座に基づき、以下の 3点を設定した。

まず、総合学習の実践に参加している共同体の

成員が明確な目標を共有し、目的に向かう志向

性を有していること、二つには、総合学習の実

践が、子どもたちが関わる人や事物、事象との

関係性の中で生産され、再生産され、更新して

いくこと、三つには、目標に向かって実践に参

加する過程の中で「音楽づくり」の活動が生成

されることである。 

 これら三つの前提条件を満たしている事例と

して、長野県伊那小学校の 1年生の実践「ゆき

ちゃん ゆりちゃんと いっしょに」を選定し

た。分析方法としては、平成 28年 4月から平

成 29年 3月にかけての継続観察による記録を

もとに考察する。分析の対象は、子どもたちと

教師の行動及び会話の文章記録、インタビュー

記録、子どもたちの「ゆきちゃんゆりちゃん日

記」、子どもたちの自由帳に記載された活動に

関するメモ、担任の毎日発行する学級だより、

活動を記録した写真、そして「音楽づくり」の

活動により創作された作品の演奏録画である。 

 

（1）伊那小学校のカリキュラムの特色 

 伊那小学校では「子どもは自ら求め、自ら決

め出し、自ら動き出す力を持っている存在であ

る」という子ども観を視座に、子どもの求めや

願いを尊重した学習活動が展開されている。 

 カリキュラムは、1・2年生では、教科及び

道徳、特別活動を全て統合し、「総合学習」と

してデザインされている。子どもの求めや願い

に基づき、動物飼育や栽培活動、遊び、生活、

年中行事等の題材が設定され、子どもたちは目

標に向かって活動に参加し、探究していく。子

どもたちが活動に参加している限り、活動は常

に生産され、再生産され、更新していく。 

 3～6年生のカリキュラムは、「総合活動」が

中核に位置付けられ、教科、道徳、特別活動と

の相互関連が図られている。 
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（2）実践の概要 

① 題材名 「ゆきちゃん ゆりちゃんと い

っしょに」 

② 学年・人数  1学年 春組 34名 

③ 観察方法  自然観察法 

④ 本活動の観察期間  平成 28年 4月～平

成 29年 3月 

⑤ 総合学習の実践の経緯  

 5月、子どもたちは 1学年全員で市内にある

グリーンファームに遠足に出かけた。普段から

2年生や 3年生が育てているヤギや羊、ポニー

などの小屋に遊びに行き、触れたりしている子

どもたちは、大喜びでグリーンファームにいる

ヤギやウサギ、ダチョウ、ポニー、ニワトリ、

アヒルに餌をあげたり、赤ちゃんのヤギを抱き

かかえたりして触れ合う時間を堪能した。その

遠足をきっかけに、春組の子どもたちは、さら

に動物たちと触れ合いたいという願いから 2回

目のグリーンファーム訪問を実施する。そうし

て「もっと動物と一緒にいたい」「動物を飼い

たい」と思うようになった。当然のことなが

ら、子どもたちの中には「飼わない、うんちし

たらくさい」「突進してきたらこわいから飼わ

ない」という反対意見も複数あり、話し合いは

紛糾する。そのような状況の中、3回目のグリ

ーンファーム訪問をし「ヤギを飼いたい」「ウ

サギを飼いたい」「ポニーを飼いたい」「ヒツジ

を飼いたい」と意見が分かれる中、議論を重

ね、最終的にヤギを飼うことに決定した。 

そして 2学期を迎えた 8月下旬、ヤギの親

子、「ゆきちゃん」と「ゆりちゃん」が春組に

やってくる。その日から子どもたちの生活は朝

から夕方まで、ゆきちゃんとゆりちゃん中心に

動いていくことになる。餌になる草・野菜・干

し草を何らかの方法で入手し与えること、お散

歩をさせること、糞の始末をすること、健康管

理をすること、小屋を作ること、活動に必要な

費用を捻出するためのリサイクル活動をするこ

と、と子どもたちは一日中２匹のヤギのために

考えをめぐらし、活動し、時間を費やしてい

く。そんな日々の活動に没頭している最中、担

任の唐木教諭（仮名）から「音楽会がある」と

いう話を聞く。 

 そこから子どもたちの「音楽づくり」が始ま

った。 

 

（3）実践の分析と考察 －「大すき ゆきち

ゃんゆりちゃん」のうたの創作活動を通してー 

 伊那小学校では、例年 1学年から 3学年ま

で、クラスごとに実践している総合学習の活動

の様子を子どもたちが音楽で表現して、音楽会

で披露するのが伝統となっている。それが伊那

小学校の歴史的文脈に依存した「実践の文化」

の一つの側面である。本節では、子どもたちが

「ヤギのゆきちゃんゆりちゃんと暮らしたい」

という明確な目標に向かって活動をする中で、

多くの困難に遭遇し、戸惑い、試行錯誤しなが

ら２匹のために必死に生活している様子をうた

にした過程を分析、検討していく。 

唐木教諭が子どもたちに「ゆきちゃん、ゆ

りちゃんのどんなことをうたにしたいか」聞い

たところ、「ゆきちゃん、ゆりちゃんがすごく

可愛くて、大すきなこと」「走る技がすごい、

散歩のこと」「コロコロうんちのこと」「頑張っ

た小屋作りのこと」という４つが出てきた。そ

こで本項では、子どもたちが、どのように関わ

っていったのかという参加のプロセスを分析す

ることにより、創作されたうたがどのように意

味付けられていったのかを明らかにする。 

なお、文章中の児童名は、全て仮名であ

る。 

 

① 「音楽づくり －うたの創作活動－」にお

ける教師の参加の位置 

教師は、うたの創作活動において、実践共
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同体の成員として最十全的参加をしていると考

えられる。従って、「ゆきちゃん ゆりちゃん

と いっしょに」の実践における教師と子ども

の「共働的な構造化（synergistic 

structuring）」には、うたの創作活動も含まれ

ることになる。レイヴ等に拠れば、実践におけ

る古参者としての教師は「手本（exemplars）

－それが学習活動の基本であり動機づけとなる

－を提供する（Lave＆Wenger，1991，

p.33）」。すなわち教師は、「音楽会がある」と

いうことを伝えることにより、うたの創作活動

を始める動機づけをし、さらに基本となる文化

モデルとして「音楽づくり」の適切な枠組みを

提供する役割を担っているのである。 

本実践においては、教師と子どもが共働で

うたの創作活動をしていくにあたり、初めて音

楽会へ参加をする新参者の子どもたちに対し

て、作曲に関しては、子供たちのつぶやきを参

考に、教師が手本を示しながら創作を進めると

いう手法を用いた。また作詞に関しては、担任

が子どもたちの「ゆきちゃんゆりちゃん日記」

の文面を参考にすると共に、子どもたち自身が

何をうたで伝えたいかを話し合いながら創って

いった。「正統的周辺参加」論では、新参者の

参加の仕方について次のように述べている。 

   

当初の、部分的で周辺的で見かけ上ささ

いな活動に取り込まれた「遠巻きからの」

見方は新たな意味を持ってくる。それは実

践共同体の構造の枠組みに対する最初の接

近を示すものである。〔中略〕学習される

事柄や多様に変化する見方は、この枠組み

の理解を徐々に変換していくような方法で

整理され、相互に関連付けられていく

（Lave＆Wenger，1991，p.96）。 

 

 1年生の子どもたちにとって、音楽会に参加

するのは、学校生活において初めての経験であ

る。まして、うたを自分たちで創るということ

に関しては全くの新参者である。最初はうたの

創作活動の中で、旋律を創作するというような

大きな責任を全面的に担うことは難しく、教師

に任せる面が多くなりがちである。しかし、う

たの創作活動に必要な知性的技能は、活動に参

加する過程で教師の手法をお手本に、徐々に関

連付けられ、修得されていくと考えられる。 

 

② 子どもたちの「正統的周辺的参加」の始ま

り －ゆきちゃんゆりちゃんに対する熱望とう

た－ 

子どもたちの「周辺的参加」の始まりは、ゆ

きちゃんという名前のヤギを飼うかどうか、そ

して飼うのであれば、ゆきちゃんの母乳を飲ん

でいる赤ちゃんのヤギ、ゆりちゃんはどうすれ

ば良いか、という話し合いから始まる。 

 

＜7月 4日の話し合いの場面＞ 

多数の子どもたちがヤギのゆきちゃんを飼い

たいという意思表明をする中、母親のゆきちゃ

んのそばを片時も離れない赤ちゃんヤギはどう

するか、という話し合いに発展していく。 

れみ：ゆきちゃんを飼いたいけど、子ヤギはど

うするの。 

ひろの：子ヤギの気持ちも考えてみないと。 

けんた：ゆきちゃんは赤ちゃんもいるから、

（赤ちゃんは）ゆきちゃんのおっぱいとかも

らえなくて、食べられないからセットでもら

うようにした方がいい。 

めみ：ゆきちゃんだけ飼うと、子どもに会えな

くて可哀そう。（ゆきちゃんを）飼いたいけ

ど可哀そう。 

かずや：ゆきちゃんは、赤ちゃんのお母さんだ

から、お母さんだけ飼っちゃうと、赤ちゃん

が可哀そう。だからお母さんも赤ちゃんも飼

う。 

ひろの：少しはゆきちゃんの赤ちゃんの立場を
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  考えた方がいい。ヤギの気持ちも考えた方が

いい。お母さんと離れたら可哀そう。可哀そ

うだから飼いたくない。 

あや：人間の子も大人がいないといやだから、

動物も同じだと思う。飼いたいけど（２匹を

離すのは）可哀そう。 

ゆうま：飼いたいけど可哀そう。 

れみ：子ヤギとお母さんヤギを突き離すと可哀

そうじゃん。でも飼いたい。 

ねね：ゆきちゃんの子どもとゆきちゃんを離し

ちゃうと可哀そうだから、ゆきちゃんも子ど

もに会いたいから、一緒に飼う。 

まみ：離すと可哀そう。飼いたいけど可哀そ

う。 

れみ：一緒に飼う。 

ひろの：少しは動物の気持ち、命を考えた方が

いいと思う。動物の命も人の命も同じ。お母

さんやお父さんがいなくなっちゃったら淋し

いし、悲しい。だから動物も同じ。ヤギの気

持ちも考えた方がいい。人間の気持ちもヤギ

の気持ちも同じ。 

（筆者の観察記録より一部抜粋，2016.7.4，

括弧内筆者） 

 

その後、更に子どもたちは話し合いを重ね、

グリーンファームから、ゆきちゃんとゆりちゃ

んの 2匹を飼う承諾を取り付ける。 

 

＜子どもたちのゆきちゃん、ゆりちゃんに対す

る思い －「ゆきちゃんゆりちゃん日記より抜

粋－＞ 

「きょう、ゆきちゃんとあそびました。ゆきち

ゃんとあかちゃんとあそびました。もう、けっ

こんしたいです。」（ゆうま，2016.9.6） 

 

「きょう、ゆきちゃんとさんぽにいきました。

ゆきちゃんが、かわいすぎて、もっとかわいす

ぎて、もっとかわいすぎて、もっとかわいすぎ

ました。」（ゆうま，2016.9.9） 

 

「きょうは、ゆきちゃんとゆりちゃんとおさん

ぽにいきました。いっぱいあそんでいました。

わたしはゆきちゃんのことがとっても大すきで

す。」（あや，2016.9.9） 

 

「きょうはゆきちゃんといっぱいあそびまし

た。いつもがっこうへいくのをまっています。

これは、ゆきちゃんとゆりちゃんに、はやくあ

いたいからです。いつも、すごく、がっこう

が、たのしくてうれしいです。」（たいち，

2016.10.7） 

 

「ゆきちゃんとゆりちゃんが大すきです。どう

いうところが大すきかというと、なんか、口も

とに手をあてるとなめてくれます。だから大す

きです。ゆりちゃんはだっこするとあたたかい

から大すきです。」（れみ，2016.10.27） 

 

「ゆきちゃんは、上にえさを上げると、にんげ

んのようにたちます。それがかわいいです。ゆ

りちゃんは、けっこうあそびばで、あそびま

す。ゆきちゃんもおんなじです。それもかわい

いです。だから大すきです。」（なみ，

2016.10.28） 

（下線部筆者） 

  

そうして出来上がったのが、以下のうたであ

る。 

 

「ゆきちゃんゆりちゃん大すき」のうた 

1 ゆきちゃん（ゆきちゃん）   

ゆりちゃん（ゆりちゃん） 

かわいい（かわいい）   

大すき（大すき）   

大すきだよ 

（括弧内は交互唱） 



 
 

47 

 

   

子どもたちにとって、ゆきちゃん、ゆりちゃ

ん親子を飼う、ということには特別な思い入れ

があったことが話し合いの場面から読み取れ

る。ゆきちゃんを飼うということは、母子を引

き離すことになるかもしれないという葛藤があ

り、一緒にいさせなければならないという強い

使命感から２匹とも飼うことを決意したのであ

る。歌詞の冒頭「ゆきちゃん、ゆりちゃん」と

いう呼びかけには、そんな子どもたちの特別な

思い入れが込められている。 

そして子どもたちが、うたで一番伝えたいと

思ったのが、ゆきちゃん、ゆりちゃんに対して

抱いている「可愛い」「大すき」という気持で

ある。この熱望こそ、子どもたちが 2匹の命に

対する責任を担い、ゆきちゃん、ゆりちゃんの

ために行っていく多くの活動の動機付けになっ

ているのである。 

 

③ 実践共同体の活動としての「さんぽ」への

参加とうた 

 ゆきちゃんとゆりちゃんにとって、散歩は欠

かせない重要なことであるということを、子ど

もたちは「実践の文化」として学んでいる。

「お散歩行かないとストレスたまって死んじゃ

う」（ゆうま，筆者の観察記録より，2016.10．

3）という、ゆうまの発言にあるように、散歩

は生命にかかわることを知っているのである。

そんな子どもたちは、毎日必死の思いで、ゆき

ちゃんとゆりちゃんにリードをつけ、散歩に連

れて行くのだが、子どもたちの力よりもゆきち

ゃんの力の方がはるかに強いのである。どちら

かというと、子どもたちの方がゆきちゃんに連

れられているという状況になる。 

 

＜ゆきちゃんとゆりちゃんのさんぽ －「ゆき

ちゃんゆりちゃん日記」より抜粋－＞ 

「ゆきちゃんとさんぽのときに、いっしょには

しったので、はしるれんしゅうにいいかなとお

もっているあいだに、すわって草をたべていま

した。」（めみ，2016.9.6） 

 

「きょうは、ゆきちゃんとゆりちゃんとみんな

で、さんぽにいきました。ゆきちゃんとゆりち

ゃんがさんぽのとき足がはやくて、すごくて、

目がとびだしそうでした。」（ゆうま，

2016.9.20） 

 

「きょう、ゆきちゃんとゆりちゃんとおさんぽ

にいきました。ゆきちゃんとゆりちゃんがはや

くておいつけませんでした。こんどからは、ち

ゃんとおいつけるようにがんばります。たのし

かったです。」（まり，2016.10.28） 

 

「ゆきちゃんとゆりちゃんは、たいいくかんの

ドアの音がきこええるかぎり、ぜん力ではしり

ます。あと、たいいくかんからシャッターをこ

えて、だっそうして、あきかんのところに草を

たべにいきます。」（ゆい，2016.10.28） 

 

「（ゆきちゃんとゆりちゃんが）さんぽでよく

はしるから、どんなにたいりょくをつかえるの

かなー、とおもいました。にんげんがつかれる

のに、なんでゆきちゃんとゆりちゃんはつかれ

ないのかなー、とおもいました。それは、ゆき

ちゃんとゆりちゃんが、どうしても、どうして

も、草をたべたいからかなー、っとおもいまし

た。」（りょうた，2016.11.1） 

（下線部及び括弧内筆者） 

 

こうして「ゆきちゃんゆりちゃん大すき」の

2番のうたが出来上がった。 

 

「ゆきちゃんゆりちゃん大すき 2番」のうた  

2 ゆきちゃん よくはしる 

（ゆきちゃん よくはしる） 
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ゆりちゃんも よくはしる 

（ゆりちゃんも よくはしる） 

ゆきちゃん まだはしる 

（ゆきちゃん まだはしる） 

ゆりちゃんも まだはしる 

（ゆりちゃんも まだはしる） 

よーくはしるよ～ 

（括弧内は交互唱） 

 

子どもたちにとってのゆきちゃん、ゆりちゃ

んとの散歩は、のんびりしたイメージからは程

遠い、全力疾走である。それでも、2匹の速さ

には追い付けない。そうかと思うと、気に入っ

た場所があると座り込んで、2匹はてこでも動

かなくなる。ゆきちゃん、ゆりちゃんが脱走し

た時も子どもたちは全力で追いかける。それが

「よくはしる」「まだはしる」という、歌詞に

表されている。 

 

④ 実践共同体の活動としての「うんちとの格

闘」への参加とうた 

 子どもたちは、ゆきちゃん、ゆりちゃんを飼

う前から糞に対して大きな抵抗感を抱き、敬遠

していた。「飼わない、うんちをしたら臭い」

「飼ったらうんちとか大変」「匂いは回収でき

ない」との声が上がる中、「臭いけど頑張って

掃除する」（筆者の観察記録より, 2016.6.21）

という、ひろのの声で決意を固めていった子ど

もたちだった。ゆきちゃん、ゆりちゃんがやっ

て来たその日から、子どもたちは 2匹の糞の始

末に大忙しとなる。散歩の時も常にチリトリと

ほうきを手に、2匹の後ろをついていく。そし

て、子どもたちは自然に誰とはなしに、2匹の

糞を素手で拾い集めるようになる。これは、

「うんちが臭い」という理由で飼うことに及び

腰だった子どもたちからは想像もできない姿で

あった。糞をほうきだけでは全て掃き取れない

こと、自分たちで世話をしているという責任

感、そして、糞は２匹の健康管理のバロメータ

であると、実践の中で学んだ子どもたちの知性

的技能であったと考えられる。そして、何より

も、ゆきちゃんとゆりちゃんに対する愛情が、

子どもたちをそこへ向かわせたのであろう。 

 

＜ゆきちゃん、ゆりちゃんのうんち －「ゆ

きちゃんゆりちゃん日記」より抜粋－＞ 

「きょうは、うんちとうばんでした。うんちと

うばん、たのしかったです。もっとやりたいで

す。もっとまい日やりたいです。」（だい，

2016.9．9） 

「ゆきちゃんとゆりちゃんのうんちを取ってい

る時、いっぱいとって、あせびっしょりになり

ました。うんちがいっぱいでつかれたけど、う

んちとうばんをまたしたい。うんちをぜんぶと

って、ゆきちゃんとゆりちゃんがすっきりして

ほしいです。」（めみ，2016.9．14） 

（下線部筆者） 

 

（こどもたちがうんちを拾い集め続ける中、9

月 27日、ゆきちゃんとゆりちゃんが下痢をす

る。） 

「きょう、あさ、きたら、ゆきちゃんがいまま

で見たことのない、水みたいなうんちをしてい

ました。ゆきちゃんにちかづいて、だいじょう

ぶ？とききました。ゆきちゃんが、早くよくな

ってほしいです。」（しゅう，2016.9.27） 

 

「きょうのあさ、あきにわに入ったら、ゆきち

ゃんがうんちだらけでびっくりしました。いっ

ぱいげりのうんちがありました。早くぐあいを

なおそうとしました。げんきになってほしいと

おもいます。」（ゆう，2016.9.27） 

 

（子どもたちが心配する中、3日間経ち、下痢

が、ころころうんちに戻る。） 

「〔中略〕うんちがころころうんちになってう
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 れしかったです。ゆきちゃんのうんちがずっと

ころころうんちになってほしいです。」（まる，

2016.9.30） 

 

「うんちがいっぱいあってたいへんだったけ

ど、ゆきちゃんがいっぱいうんちをしてくれて

よかったです。ゆきちゃんがころころうんちで

よかったです。」（りょうた，2016.9.30） 

（下線部筆者） 

 

こうして出来上がったのが下記のうたである。 

 

「ころころうんち」のうた 

 ころころころころ ころころころころ 

ころころころころ ころころころころ 

ころころころころ ころころころころ 

ころころころころ ころころころころ 

うーんち うーんち うんちだー 

ころころころころころころころころ 

メ～～～～ 

ころころころころころころころころ 

メ～～～～ 

ころころころころころころころころ 

メ～～～～ 

ころころころころころころころころ 

メ～～～～ 

ボ～ト ボ～ト ボットン 

 

「今日、先生見たんだけど、ゆきちゃんのうん

ち、ころころ丸いのがいっぱい出てたよ。匂い

を嗅いだけど、ころころだと全然匂わない

ね。」（唐木教諭） 

「下痢になるほど臭くなるけど、ころころだと

大丈夫。ころころは、全然うんちだと思わな

い。」（ゆうま） 

（筆者の観察記録より，2016.10.17） 

 

担任によると、歌詞の最後にある「ボ～ト 

ボ～ト ボットン」は、ゆきちゃんゆりちゃん

の下痢を表現しているそうである。10月 20日

の昼休み、ゆきちゃん、ゆりちゃんの散歩中、

うんちを見て子どもたちが歌いだした。「う～

んち う～んち う～んちだ～！！」子どもた

ちにとっての「ころころうんち」のうたは、２

匹を元気に育てるという責任感と愛情に支えら

れた実践の一部として位置付けられている。 

 

⑤ 実践共同体の活動としての「小屋づくり」

への参加とうた 

8月 24日、子どもたちのもとにやってきたゆ

きちゃん、ゆりちゃんには、小屋がなかった。 

 

「ゆきちゃんのおうちにつけたいものをかんが

えました。かいだんと、まどと、あそびどうぐ

と、ゆきちゃんをきれいにするブラシがあれば

いいなとおもいました。」（もとき，「ゆきちゃ

んゆりちゃん日記」より，2016.8.28） 

 

子どもたちが漠然と考えていた小屋づくりを、

現実のものとして駆り立てたのは、8月 29日、

30日の 2日間にわたった大雨である。唐木教諭

は、次のように述べている。 

 

「月、火の大雨の時は大変だった。〔中略〕

朝、学校へ来た子どもたちが、ビショビショの

ゆきちゃんとゆりちゃんを見て、『大丈夫？大

丈夫？』と心配していた。それがあって、子ど

もたちから『やっぱり小屋がなきゃだめだ』と

いう声がたくさん出された。それが今日の小屋

づくりにつながっている。」 

（筆者のインタビュー記録より，2016.9.1） 

 

 子どもたちの小屋づくりは、まず材料を調達

することから始まった。学校内に適当な材木は

ないか探すと同時に、地域の製材業の方の協力

を得て確保する。次に、秋庭のどこに小屋を建
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 てたらよいかを検討する。そうして、子どもた

ちは小屋の壁から作り始めた。しかし「ここ、

すごい空いてる」「あかちゃんも、ゆきちゃん

も軽々飛び越える」「ここにも木をあてた方が

いい。軽々とびこえちゃう」と、作り始めて

早々に、隙間だらけの壁を埋める必要性を認識

することになる。小屋づくり 2日目になると

「屋根を作りたい」「ゆきちゃんとゆりちゃん

が遊ぶところを作りたい」「すべり台はどうか

な」「ジャンプ台とかは？高い所が好きだか

ら」「階段は？」「展望台は？」「ゆきちゃんた

ちの寝るところはもう少し大きい方がいいかな

あ」と、子どもたちは夢をふくらませる。 

そうして出来上がったのが次のうたである。 

 

「こやつくろう」のうた 

1 まどつけよう（まどつけよう） 

やねつけよう（やねつけよう） 

   ベッドつけよう（ベッドつけよう）  

あそびばつけよう（あそびばつけよう） 

（括弧内は交互唱） 

 

（子どもたちが二人一組になり、木切れをトン

トン金槌で叩いて、小屋づくりの風景を表現す

る。）  

 

 屋根も無事付け終え、ゆきちゃん、ゆりちゃ

んの寝るところには、わらを敷き詰めて完成し

たかに思えた小屋だが、雨が降ることによっ

て、子どもたちは小屋の修復作業へと何度とな

く駆り立てられる。 

 

＜「ゆきちゃんゆりちゃん日記」より抜粋＞ 

「きょうはこやづくりがありました。かなづち

でうったりしました。でも一ばんゆうせんだっ

たのは、やねの水もれをふせぐことでした。そ

れは一ばんだいじなさぎょうでした。それをや

らなければ、ベッドがしめって、ゆきちゃんと

ゆりちゃんがねれません。だからそのさぎょう

をやったのです。きょうは、大へんな一日でし

た。」（かずや，2016.9.29） 

 

「きょうは、ゆきちゃんのこやをなおしまし

た。こやの中に雨水がたまっちゃったから、水

たまりにあなをほって、川をつくりました。ゆ

きちゃんが水たまりにおちないように、雨の水

をそとにだしました。」（ゆず，2016.9.29） 

 

「きょう、みんなでゆきちゃんのこやを、雨が

入ってないか確かめました。やねのすきまから

もれていました。ゆきちゃんのこやをいいこや

にしたいです。早くいいこやにしたいです。」

（とも，2016.10.3） 

 

「こやは、ゆきちゃんとゆりちゃん、きにいっ

ているみたい。出て、また入ったりしてる。」

（りょうた，2016.10.11） 

 

こうして、「こやつくろう」のうたの 2番が

できる。 

 

 「こやつくろう 2番」のうた  

2 あまもりなおそう （あまもりなおそう）

やねなおそう （やねなおそう）  

 みずたまりなおそう（みずたまりなおそう）

わらなおそう （わらなおそう） 

（括弧内は交互唱） 

 

このように、「こやづくり」のうたは、子ど

もたちの小屋作りの活動への参加の仕方の解釈

であり、状況によって変化する小屋づくりの再

解釈であり、更新であることがわかる。この後

も、ゆきちゃんゆりちゃんの様子を見ながら、

小屋は 3回移動することになる。それに関して

は、まだうたになっていないが、今後更に「こ

やづくり」のうたが発展していくことが予想さ
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れる。 

 

⑥ 実践共同体としての未来を見通した活動へ

の参加とうた 

 子どもたちが活動に参加する時には、必ず過

去を振り返ると共に未来を見通し、そして現在

の活動の意味付けがされている。歴史的文脈に

沿ってそれぞれの活動が相互に関連し、発展し

ているのである。 

 

＜「ゆきちゃんゆりちゃん日記」より抜粋＞ 

「きょうのあさ、ゆきちゃんのうんちをひろい

ました。みんなでまい日うんちをひろいたいで

す。それは、ゆきちゃんとゆりちゃんのためだ

からです。」（りょうた，2016.9.9） 

 

「きょうは、うんちとうばんでした。もっとや

りたい。まいにちやりたい。もっともっともっ

ともっともっともっともっともっともっともっ

と、もっとやりたいです。ゆきちゃんとゆりち

ゃんがもっとくらせるようにしたいです。」（だ

い，2016.9.30） 

 

「きょうは、あきぐみ（1年生の他のクラス）

の、うのちゃん（飼っていた子羊）がなくなっ

てしまいました。ゆきちゃんもゆりちゃんもま

だ生きているので、あきぐみのようにしませ

ん。とてもたいせつにしてあげようとおもっ

て、きょうはやさしくしてあげました。」（しゅ

う，2016.9.30） 

 

「〔前略〕きょう、あきぐみに『うのちゃんど

う』と聞いてみたら、うのちゃんがしんでしま

ったのです。はるぐみのゆきちゃんもゆりちゃ

んも、すごくだいじにしたいです。あと、うの

ちゃんがかわいそうでした。また、ゆきちゃん

もこれからたいせつにしたいです。」（だい，

2016.9.30）   （下線部及び括弧内筆者） 

 

こうして、「ゆきちゃんゆりちゃん大すき」

の 3番のうたができあがった。 

 

「ゆきちゃんゆりちゃん大すき 3番」のうた  

3 ゆきちゃん メ～  ゆりちゃん メ～ 

   かわいい メ～   だいすき  メ～ 

   ず～っと ず～っと いっしょだよー 

メ～～～ 

 

子どもたちの活動の全ては、常にゆきちゃ

んとゆりちゃんのために考えられ、意味付けら

れている。うんち拾いも、草取りも、小屋づく

りも、散歩も、子どもたちは今やっている活動

が未来にどのような意味を持つかを見通して参

加をしている。 

 

「たくさん草をとったから、ゆきちゃんがよろ

こんでくれるかな。」（かずや，2017.1.13，「ゆ

きちゃんゆりちゃん日記」より一部抜粋） 

 

「草をいっぱいとれてよかった。ゆきちゃんと

ゆりちゃん、嬉しい顔するかな。」（やすと，

2017.2.17，「ゆきちゃんゆりちゃん日記」より

一部抜粋） 

 

それは、うたを歌う活動においても、同様の

意味付けがなされている。 

 

「きょう、音がくかいのうたをうたいました。

『ゆきちゃんとゆりちゃんのうた』をうたいま

した。ゆきちゃんとゆりちゃんによろこんでも

らいたいです。」（ねね，2016.10.3，「ゆきちゃ

んゆりちゃん日記」より抜粋，下線部筆者） 

 

そして、子どもたちは秋組で飼っていた羊の

「うのちゃん」の死によって、命には限りがあ

ることを現実のものとして認識することにな
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る。自分たちの活動には責任があり、その活動

の一つひとつが、ゆきちゃんとゆりちゃんのく

らしを守ることに繋がっているということを痛

感するのである。それが最後の歌詞「ず～っと 

ず～っと いっしょだよー メ～」に込められ

ている。「メ～」は、子どもたちとゆきちゃ

ん、ゆりちゃんの会話の一場面である。子ども

たちがゆきちゃんやゆりちゃんに話しかける

と、時には「メ～」と返事を返してくる。ま

た、ゆきちゃん、ゆりちゃんは淋しくなると、

「メ～」と子どもたちの下へ寄って行くのであ

る。それが、音楽的コミュニケーションとなり

表現されている。 

更に、最後の「ず～っと ず～っと いっし

ょだよー メ～」の歌詞は、子どもたちの未来

に対するメッセージでもある。それは、以下の

ゆうまの日記からも読み取れる。 

 

「きょう、こやをかいたいしました。ちょっ

と、はるにわがさみしくなりました。でも、2

年生になるまで、あきにわですごすことにしま

した。2年生や 3年生になっても、はるぐみの

みんなでがんばりたいです。まえは、どうぶつ

をかうことなんて、かんたんだとおもっていま

した。でも、ゆきちゃんとゆりちゃんがきて、

2か月ご、ぼくは、どうぶつをかうって、大へ

んなのだな、っておもいました。2年生、3年

生、4年生、5年生、6年生になっても、でき

たらかっていきたいです。はるぐみみんなで、

そつぎょうするまでかいたいです。」（ゆうま，

2017.3.13） 

 

（4）「大すき ゆきちゃんゆりちゃん」のうた

に含まれる音楽に関する知性的技能 

 本項では、「大すき ゆきちゃんゆりちゃ

ん」のうたに含まれる、音楽に関する知性的技

能を分析する。なお、作品名「大すき ゆきち

ゃんゆりちゃん」は、教師と子どもが相談して

決めたそうである。 

 「大すき ゆきちゃんゆりちゃん」の旋律の

創作に関しては、前述したように、教師が子ど

もたちの日常のつぶやきを参考に、まず見本を

示すことにより、それを手本として子どもたち

が創作するという参加の仕方をしている。 

 「大すき ゆきちゃんゆりちゃん」のうた

は、オペレッタ形式となっている。「ゆきちゃ

んゆりちゃん大すき 1番」「ゆきちゃんゆりち

ゃん大すき 2番」「ころころうんち」「こやつ

くろう 1番」「こやつくろう 2番」「ゆきち

ゃんゆりちゃん大すき 3番」のそれぞれのう

たの合間には、対話体によるセリフが入ってお

り、全体として、2匹のやぎと春組の子どもた

ちが織り成すパーソナルストーリーに仕上がっ

ている。 

 楽曲の形式は、有節歌曲形式が用いられてお

り、1番、2番もしくは 3番から成り、繰り返

しが多くなっている。また、「ゆきちゃん（ゆ

きちゃん）」のように、1小節の中で同じ旋律を

交互唱しており、掛け合いの技法が多数用いら

れている。 

 「ゆきちゃんゆりちゃん大すき 2番」で

は、例えば「ゆきちゃん よくはしる」の、1

小節の後半部分「よくはしる」は、音程のない

１６分音符＋4分音符のリズムの組み合わせに

よる言葉で構成されている。最後の 2小節を除

いた全小節がこのような、旋律と言葉による交

互唱から成り立っている。 

 「ころころうんち」のうたでは、最初の「こ

ろころころころ…」の 4小節中 2小節のみ、短

三度音程による部分二部合唱となっている。ま

た、後半の「ころころころころころころころこ

ろ メ～～」は、応答性のある旋律である。歌

唱の技法としては、後半の「ころころころころ

…」が下行のグリッサンド奏法、「メ～～」は

下行のポルタメント奏法が用いられている。 

 「こやつくろう」のうたでは、1番と 2番の
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 間に、二人一組になり、木を金槌でたたいて、

その音を響かせながら、小屋作りの風景を表現

しているのが特徴である。無拍で自由リズムの

このアイディアは、子どもたちから出されたも

のであり、彼らのお気に入りの場面の一つであ

る。そして、曲は反復により構成されており、

最後は半終止のまま、台詞へと受け継がれてい

く。 

 オペレッタの最後に歌われる「ゆきちゃんゆ

りちゃん大すき 3番」でも「ゆきちゃん メ

～」「ゆりちゃん メ～」と応答性のある旋律

が続く。楽曲の最後となる「ず～っと ずっと 

いっしょだよ！メ～～！」は、音程にこだわら

ない叫び声で締めくくられている。 

 以上、「大すき ゆきちゃんゆりちゃん」の

作品の中には、オペレッタ形式、有節歌曲形式

による繰り返し、交互唱による掛け合い、旋律

と言葉の組み合わせ、短三度音程による部分二

部合唱、応答性、グリッサンド奏法、ポルタメ

ント奏法、無拍、自由リズム、反復、半終止、

音程にこだわらない叫び声等の知性的技能が含

まれることを示した。これは子どもたちが「音

楽づくり」の活動に参加するプロセスで、音素

材や音楽様式を拡大し、音楽的コミュニケーシ

ョンを拡げていくこと、そしてそこには音楽に

関わる知性的技能の修得が含まれることを認め

るものである。次項では、このような音楽の世

界を拡げる「大すき ゆきちゃんゆりちゃん」

のうたは、子どもや教師にとってどのような意

味があるのかを検討したい。 

  

（5）作品の「文化遺産」としての意義

の検討 

 音楽会の練習が架橋に入っていたある日、唐

木教諭から次の様な話があった。 

 

「火曜日（10月 18日）、おもしろいことがあっ

た。小屋のまわりでゆきちゃんとゆりちゃんの

お世話をしていた子どもたちが、みんなで自然

に歌い出した。みんな『め～～』っておもしろ

かった。ゆきちゃんとゆりちゃんはびっくりし

た顔をしていました。」（2016.10.20，筆者のイ

ンタビュー記録より抜粋，括弧内筆者） 

 

 さらに、ゆきちゃんとゆりちゃんが散歩中に

糞をすると、子どもたちが皆で「う～んち、う

～んち、う～んちだ～！」と歌いだすのであ

る。 

また、担任の唐木教諭は、子どもたちと、ゆ

きちゃんゆりちゃんのお世話をしている最中、

「ゆきちゃんゆりちゃん大すき 2番」の「ゆ

きちゃん よくはしる」の言葉を「からきせん

せい、よくおこる」と変化させて、歌いながら

注意をする。他方子どもたちは、２匹に干し草

を食べさせながら、「ゆきちゃんゆりちゃん大

すき 2番」の「ゆきちゃん よくはしる」の

言葉を「ゆきちゃん よくたべる」と変化させ

て歌ったりするのである。 

 

 ゆきちゃん よくたべる  

（ゆきちゃん よくたべる） 

ゆりちゃんも よくたべる  

（ゆりちゃんも よくたべる） 

 ゆきちゃん まだたべる  

（ゆきちゃん まだたべる） 

 ゆりちゃんも まだたべる  

（ゆりちゃんも まだたべる） 

 よーくたべるよ～ 

  （括弧内は交互唱） 

  

 10月 21日、音楽会終了後の 5時間目、子ど

もたちは春庭に集まった。ゆきちゃんとゆりち

ゃんに音楽会の報告をするためである。そして

2匹の前で「大すき ゆきちゃんゆりちゃん」

を歌い上げて、「ゆきちゃん、ゆりちゃん、あ

りがとうー！」とお礼を言ったのである。この
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ように子どもたちは、お世話をしている時、あ

るいはお世話が終わった後に、２匹を前に日常

的にうたを歌い続けている。 

 こうして「大すき ゆきちゃんゆりちゃん」

のうたは、子どもたちの変化していく社会的世

界の中で、常に新たな意味が創られ続け、更新

していくものと考えられる。「大すき ゆきち

ゃんゆりちゃん」のうたは、変化する子どもた

ちの参加の軌道に沿って、歴史的文脈に依存

し、新たな意味を獲得していく。すなわち、子

どもの実践への参加の仕方の発展に伴い、「大

すき ゆきちゃんゆりちゃん」のうたも共に成

長しているのである。それは、子どもと教師が

実践に参加している限り創られ続ける、変化す

る作品なのである。そのような意味において、

「大すき ゆきちゃんゆりちゃん」のうたは、

子どもや教師にとって、変化する「文化遺産」

であるということができよう。全ては社会的世

界において生起するのであり、それらの構成要

素は、豊かな相互関係性の歴史的文脈に依存し

変化し続けている。「大すき ゆきちゃんゆり

ちゃん」のうたもまた、社会的に媒介され更新

する構成要素の一つとして、発展し続ける「文

化遺産」としての意味を持っていると考えられ

る。その実践共同体にとっての「文化遺産」

は、まさしく、その時の子どもの参加の仕方の

再解釈、更新であり、子どもの生活世界の中で

生き続けていると言えよう。 

  

5 おわりに 

 本稿では、「正統的周辺参加」論に依拠し、

動物を育てる総合学習への参加過程で生成され

た、うたの創作活動の実践事例を通して、「音

楽づくり」が子どもたちの活動への多様な参加

の仕方を解釈すること、すなわち「実践の文

化」を学ぶことであり、そこには音楽の知性的

技能の修得が含まれていることを検証した。 

2節では、「正統的周辺参加」論の基本的視

座である「正統性」及び「周辺性」の概念に関

して論じた。3節では、「正統的周辺参加」論

に依拠し分析する有効性を明らかにし、総合学

習への参加過程で生成された「音楽づくり」の

意義を検討した。その結果、総合学習の実践を

総括的な側面から、社会的、歴史的、文化的に

解釈することにより、「音楽づくり」の多様性

や可能性を拡げることが示唆された。また、

「音楽づくり」に関わる知性的技能の修得は、

実践に参加する過程に含まれていることを指摘

した。4節では、総合学習の実践「ゆきちゃん 

ゆりちゃんと いっしょに」への参加過程で生

成された「音楽づくり」の事例として、うたの

創作活動を分析、検討した。その結果、うたの

創作活動は、実践への参加の仕方の解釈、再解

釈であり、更新そのものであることが明らかに

された。しかも、うたの創作活動に関わる知性

的技能は、実践への参加過程に包摂されている

ことが認められた。更に、創作された一連のう

たは、社会的に媒介されて発展し続ける「文化

遺産」としての意味を持っていることを論じ

た。 

全ては、子どもや教師、そこに関わりのあ

る人々が、交渉を通じて意味付けた社会的世界

において生起するのであり、そこでは変容し、

変化の過程にある社会的実践が構成されてい

る。共有される実践の変化の流れの中にある

「音楽づくり」もまた、絶えず進化し、更新し

ているのである。そのような共働的に構造化さ

れた社会的世界の中では、実践への参加過程で

創り出された音楽作品もまた、動態的文脈に沿

って発展していく「文化遺産」であると言えよ

う。その意味を常に交渉し続けることが、音楽

的コミュニケーションを拡げることであり、音

楽の世界が創られていくことでもあると考え

る。 

本稿では、総合学習に包摂される「音楽づく

り」として、うたの創作活動に焦点を当て、分
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析、検討を試みた。「音楽づくり」の他のカテ

ゴリーに関する分析は、今後の課題としたい。 
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